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1） 事業所名 株式会社　黒川商会

代表者氏名 代表取締役　黒川　淳一

2） 所在地 本　　　　 社　　〒848-0031　佐賀県伊万里市二里町八谷搦627-6

ＴＥＬ ： 0955-23-6188

ＦＡＸ ： 0955-23-7821

久原事務所　　〒849-4256　佐賀県伊万里市山代町久原2872-14

ＴＥＬ ： 0955-20-2072

ＦＡＸ ： 0955-20-2073

3） 環境管理責任者 総務課長　大串　結梨子

4） 事業内容 土木工事業（佐賀県知事許可　第4012号）

砂販売、真砂土販売、スラグ販売、各種建設資材販売

5） 事業規模 資本金　1,000万円

従業員数　26人

単位 2020年度 2021年 2022年

件 45 30 42

百万円 417 457 587

人 29 26 26

m2 313.72 313.72 313.72

m2 10.5 10.5 10.5

m2 108.6 108.6 14.4

6） 事業年度 8月1日～翌年7月31日

1） 対象事業所 本社、久原事務所

2） 事業活動 土木工事、砂販売、真砂土販売、スラグ販売、各種建設資材販売

久原事務所床面積

工事部倉庫床面積

2.　認証・登録の対象範囲

1.　組織の概要

活動規模

工事等の件数

売上高

従業員

本社事務所床面積
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1.次の項目を重点項目として取り組みます。

(1)    電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素排出量を削減します。

(2)    廃棄物排出量の抑制とリサイクルを推進します。

(3)    節水に努め、水使用量を削減します。

(4)    化学物質の適正管理に努めます。

(5)    5S活動を推進し、資機材の無駄な購入を削減します。

(6)    環境に配慮した商品の販売を促進します。

2.当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

制定日

改訂日

株式会社　黒川商会

代表取締役　黒川　淳一

2021年 4月1日

環境経営方針

建設業、建設資材販売業は自然環境へ負荷を与える事業活動であることから、

自然環境への負荷の軽減を図る為に、『社会と自分に誇れる会社を創る』の企業理念の基、

リサイクル品の研究・使用促進・販路拡大等の環境経営の継続的改善を実施し、

『持続可能な社会づくり』に貢献する

2018年10月1日
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基準年

2017年8月～
2018年7月

2022年8月～
2023年7月

2023年8月～
2024年7月

2024年8月～
2025年7月

2025年8月～
2026年7月

1 二酸化炭素排出量の削減 全社 kg-CO2 253,533 247,194 245,927 244,659 243,391

本社 kWh 43,449 42,363 42,146 41,928 41,711

久原事務所 kWh 6,462 6,300 6,268 6,236 6,204

②液化石油ガス(LPG)使用量の削減 本社 kg 78 76 76 76 75

本社 L 6,025 5,874 5,844 5,814 5,784

工事現場 L 9,131 8,902 8,857 8,811 8,765

本社 L 4,889 4,766 4,742 4,717 4,693

久原事務所 L 47,416 46,231 45,994 45,756 45,519

工事現場 L 21,620 21,080 20,972 20,864 20,756

①一般廃棄物排出量の削減 本社 kg 806 786 782 778 774

②産業廃棄物のリサイクル率の維持 工事現場 ％ 100 100 100 100 100

3 水使用量の削減 本社 ㎥ 1,169 1,140 1,134 1,128 1,122

4 化学物質使用量の適正管理 工事現場 -

5 5S活動の推進による資機材購入の削減 工事現場 回 - 7 7 7 7

6 環境に配慮した商品の販売促進 久原事務所 ｔ 3,557 3,646 3,664 3,682 3,700

備考
1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.483kg-CO2/kWh（九州電力平成28年度）を使用しました。
2.化学物質使用量は、少量であるため把握できません。
3.本社の電気・LPG・水使用量及び一般廃棄物排出量は、伊万里運輸㈱と共同で使用・排出しています。（参考値）
4.5S活動の推進による資機材購入の削減目標の指標については、職場巡回の回数を設定しています。

4.　環境経営目標（2022年度）

適正に使用します

環境目標 サイト区分 単位

目標

2017年度
2022年度

（2.5％削減）
2023年度

（3.0％削減）
2024年度

（3.5％削減）
2025年度

（4.0％削減）

①電気使用量の削減

③ガソリン使用量の削減

④軽油使用量の削減

2
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1.二酸化炭素排出量の削減

昼休み、外出時等不必要な照明の消灯

エアコンの設定温度（夏季27℃、冬季24℃）を徹底する

空調機のフィルターの清掃

昼休み、外出時等不必要な照明の消灯

エアコンの設定温度（夏季27℃、冬季24℃）を徹底する

2 液化石油ガス(LPG)使用量の削減 本社 大串 冬季以外は給湯器を停止する

エコドライブ運転を心掛ける

一度に複数の用件を済ませるようにし、外出頻度を減らす

アイドリングストップを励行する

必要な作業以外では、発電機を停止する

本社 大串 ホイールローダのアイドリングストップを励行する

ホイールローダの省エネ運転に取り組む

ホイールローダのアイドリングストップを励行する

建設機械等の作業を行わない時は、エンジンを停止する

作業に合わせて建設機械のエンジンの回転数を調整する

エコドライブ運転を心掛ける

2.廃棄物排出量

ゴミの分別を徹底する

詰め替え可能な製品を購入し、長期使用に努める

マニュフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う

自社の管理基準を設け、残余建設資材の廃棄を抑制する

3.水使用量の削減

手洗い時や洗い物において、日常的に節水を励行する

洗車をする際、あらかじめ泥等を落とし、短時間で行う

4.化学物質使用量の適正管理

1 化学物質使用量の適正管理 工事現場 松野 化学物質の使用量は必要最小限に抑える

5.5S活動の推進

雨天等作業中止の日に、資機材置き場の整理・整頓を行う

車両や重機等の劣化を防ぐ為、こまめに清掃を行う

6.環境に配慮した商品の販売促進

顧客へ商品に関する情報を提供し、積極的な提案を行う

積極的に情報収集を行い、新たな商品の販売に取り組む

5.　環境経営計画（2022年度）

1 環境に配慮した商品の販売促進 久原事務所 原口

取組目標 サイト区分 責任者

1 一般廃棄物排出量の削減 本社 大串

2 産業廃棄物のリサイクル率の維持 工事現場 松野

5S活動の推進による資機材購入の削減 工事現場 松野

サイト区分 責任者

達成手段

取組目標 サイト区分 責任者

取組目標

達成手段

1 水使用量の削減 本社 大串

取組目標 サイト区分 責任者

達成手段

達成手段

1

原口

達成手段

ガソリン使用量の削減

本社 大串

工事現場 松野

取組目標 サイト区分 責任者

達成手段取組目標 サイト区分 責任者

4 軽油使用量の削減

久原事務所 原口

工事現場 松野

3

1 電気使用量の削減

本社 大串

久原事務所
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1.　実施体制

2.　役割分担表

職名

全従業員
・環境経営方針の理解と、決められた事を守り自主的・積極的に
 環境活動へ参加

環境管理責任者
・全体統括

・環境経営システムを構築し、その運用状況を代表取締役へ報告

推進委員
・エコアクション21に関する文書類の作成、維持、管理

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門責任者に伝達

・環境への取組を実施するための資源の準備

・全体の評価と見直し・指示

6.　実施体制

部門責任者
・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を全従業員に周知し、
 自部門の環境活動を推進

役割 ・ 責任 ・ 権限

代表取締役社長

・環境経営方針の決定

・実施体制の構築

・環境経営全般について責任と権限も持つ

推進委員
2名

代表取締役社長

環境管理責任者

工事部

（部門責任者）

工事部

16名

総務部

3名

総務部

（部門責任者）

営業・販売部

（部門責任者）

営業部

2名

販売部

3名

取締役会長
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活動期間：2021年8月～2022年7月

基準年 目標値

2022年度

2.5％削減

2017年8月～
2018年7月

2022年8月～
2023年7月

合計 判定

1 二酸化炭素排出量の削減 目標値 247,194

実績 240,746

達成率 103% ○

目標値 42,363

実績 51,049

達成率 83% ×

目標値 6,300

実績 4,631

達成率 136% ○

目標値 76

実績 77

達成率 100% ○

目標値 5,874

実績 1,976

達成率 297% ○

目標値 8,902

実績 7,234

達成率 123% ○

目標値 4,766

実績 4,218

達成率 113% ○

目標値 46,231

実績 48,614

達成率 95% ×

目標値 21,080

実績 20,149

達成率 105% ○

目標値 786

実績 685

達成率 115% ○

目標値 100

実績 74

達成率 74% ×

目標値 1,140

実績 1,085

達成率 105% ○

目標値

実績

達成率 ○

目標値 7

実績 17

達成率 283% ○

目標値 3,646

実績 14,013

達成率 384% ○

無用なアイドリング・空ぶかしをし
なかったので目標値を達成できた

目標値を達成できた
今後も継続して取り組む

アイドリングストップの取組ができ
てなかったので、もう少し意識付
けをする必要がある

気温に左右され省エネ運転がで
きてなかった

目標値を達成できた
今後も継続して取り組む

次年度の
目標値

（3.0％削減）

245,927

76

42,146

6,268

シャワーの使用後に給湯器の停
止を徹底して意識付けをする必
要がある

8,857

5,844

2017年度
評価

目標値を達成できた
今後も継続して取り組む

照明の消灯には気をつけるように
なってきたので、エアコンの温度
設定にもう少し意識付けをする必
要がある

7.　環境経営目標の実績

環境目標 サイト区分 単位

2022年度
実績

①電気使用量の削減

本社 kWh 43,449 42,363

全社 kg-CO2 253,533 247,194

久原事務所 kWh 6,462 6,300
目標値を達成できた
今後も継続して取り組む

工事現場 L 9,131 8,902

②液化石油ガス(LPG)使用量の削減 本社 kg 78 76

③ガソリン使用量の削減

本社 L 6,025 5,874

④軽油使用量の削減

本社 L 4,889 4,766 4,742

久原事務所 L 47,416 46,231 45,994

工事現場 L 21,620 21,080 20,972

2

①一般廃棄物排出量の削減 本社 kg 806 782

②産業廃棄物のリサイクル率の維持 工事現場 ％ 100 100 100

786
目標値を達成できた
今後も継続して取り組む

工事内容により目標は達成できな
かったが現場での適正な処理が
できている

4 化学物質使用量の適正管理 工事現場 - 適正使用 適正使用

3 水使用量の削減 本社 ㎥ 1,169 1,140
目標は達成できているが
呼びかけは継続する

適正な使用に努めている
今後も継続して取り組む

1,134

6 環境に配慮した商品の販売促進 久原事務所 ｔ 3,557 3,646 3,664

5 5S活動の推進による資機材購入の削減 工事現場 回 - 7
定期的な倉庫・資材置き場の整
理整頓ができている。
今後も継続して取り組む

今後は新商品を開発して販売量
を増やせるように取り組む

7
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1.二酸化炭素排出量の削減

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

昼休み、外出時等不必要な照明の消灯 ◯ ◯ ◯ ◯

エアコンの設定温度（夏季27℃、冬季24℃）を徹底する △ ◯ ◯ ◯

空調機のフィルターの清掃 △ ◯ × ×

昼休み、外出時等不必要な照明の消灯 ◯ ◯ ◯ ◯

エアコンの設定温度（夏季27℃、冬季24℃）を徹底する ◯ ◯ ◯ ◯

2
液化石油ガス(LPG)使用量の
削減

本社 冬季以外は給湯器を停止する ◯ △ △ ◯

エコドライブ運転を心掛ける ◯ ◯ ◯ ◯

一度に複数の用件を済ませるようにし、外出頻度を減らす ◯ ◯ ◯ ◯

アイドリングストップを励行する ◯ ◯ ◯ ◯

必要な作業以外では、発電機を停止する ◯ ◯ ◯ ◯

本社 ホイールローダのアイドリングストップを励行する × × × ◯

ホイールローダの省エネ運転に取り組む ◯ ◯ ◯ ◯

ホイールローダのアイドリングストップを励行する ◯ ◯ ◯ ◯

建設機械等の作業を行わない時は、エンジンを停止する ◯ ◯ ◯ ◯

作業に合わせて建設機械のエンジンの回転数を調整する ◯ ◯ ◯ ◯

エコドライブ運転を心掛ける ◯ ◯ ◯ ◯

2.廃棄物排出量

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

ゴミの分別を徹底する ◯ ◯ ◯ ◯

詰め替え可能な製品を購入し、長期使用に努める ◯ ◯ ◯ ◯

マニュフェストをもとに廃棄物の適正な処理を行う ◯ ◯ ◯ ◯

自社の管理基準を設け、残余建設資材の廃棄を抑制する ◯ ◯ ◯ ◯

3.水使用量の削減

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

手洗い時や洗い物において、日常的に節水を励行する ◯ ◯ ◯ ◯

洗車をする際、あらかじめ泥等を落とし、短時間で行う ◯ ◯ ◯ ◯

4.化学物質使用量の適正管理

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

1 化学物質使用量の適正管理 工事現場 化学物質の使用量は必要最小限に抑える - - ◯ ◯

5.5S活動の推進

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

雨天等作業中止の日に、資機材置き場の整理・整頓を行う ◯ ◯ ◯ ◯

車両や重機等の劣化を防ぐ為、こまめに清掃を行う ◯ ◯ ◯ ◯

6.環境に配慮した商品の販売促進

8-10月 11-1月 2-4月 5-7月

顧客へ商品に関する情報を提供し、積極的な提案を行う ◯ ◯ ◯ ◯

積極的に情報収集を行い、新たな商品の販売に取り組む ◯ ◯ ◯ ◯

○：実施できた　　△：十分とは言えなかった　　×：不十分であった

1 電気使用量の削減

本社

久原事務所

次年度の取組内容今年度の評価

エアコンの設定温度が
徹底されていないので
もう少し意識付けをす
る必要がある

取組実績

8.　環境経営計画の取組結果とその評価並びに今後の取組内容

取組目標 サイト区分 取組内容

次年度の取組内容今年度の評価

4 軽油使用量の削減

久原事務所

工事現場

3 ガソリン使用量の削減

本社

工事現場

取組目標 サイト区分

取組目標 サイト区分 取組内容

取組内容

1 一般廃棄物排出量の削減 本社

2
産業廃棄物のリサイクル率の
維持

工事現場

1 水使用量の削減 本社

取組目標 サイト区分

取組内容
取組実績

取組内容

1
5S活動の推進による
資機材購入の削減

取組目標

取組実績

取組実績

取組実績

取組実績

工事現場

サイト区分

取組内容

1
環境に配慮した商品の
販売促進

久原事務所

取組目標 サイト区分

継続して取組む
全体的に取り組む意識
ができている

アイドリングストップの
取組をもう少し意識付
けをする必要がある

本社のアイドリング
ストップの取組が
できてなかった

エアコンの設定温度を
定期的に確認する

シャワー後の停止徹底
を呼び掛ける

シャワー後の停止が
あまりできてなかった

次年度の取組内容今年度の評価

継続して取組む適正管理ができている

継続して取組む
分別して捨てる取組が
できている

継続して取組む
現場での適切な管理
ができている

次年度の取組内容今年度の評価

継続して取組む
日常的な取組はできて
いる

販売量を増やせるよう
販売促進に取り組む

環境配慮型の商品販
売に取り組んだ

次年度の取組内容今年度の評価

継続して取組む
定期的な整理・整頓・
清掃を実施できている

次年度の取組内容今年度の評価
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1. 二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

②液化石油ガス（LPG）使用量の削減

3. 水使用量の削減

①節水活動

9.　環境経営計画の取組状況

蛇口付近に貼り紙をし、節水活動を推進しました

遮光・遮熱・温度抑制する為、
グリーンカーテンを設置しました

昼休み時間帯は事務所の照明を消灯しました

シャワー室の出入口に貼り紙をし、
給湯器の停止を推進しました
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当社の事業活動に適用される主な環境関連法規等

遵守状況

10.　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、

環境経営目標は概ね達成できており、取組み状況は良好であると考える。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

違反はありませんでした。

法規等 適用される事項

廃棄物処理法
・許可業者への収集運搬及び処分の委託
・マニフェストの交付・回収・保管に関する適切な処理
・年一回、管理票交付状況報告書の県知事への提出

◯

建設リサイクル法

・発注者へ分別解体等の計画等に関する事項の書面の交付、
説明・再資源化等完了報告
・契約書に分別解体等の記載
・特定建設資材廃棄物の再資源化

◯

騒音規制法
・指定地域内における特定建設作業実施の届出
・作業中の騒音規制基準の遵守 ◯

代表取締役　黒川　淳一

11.　代表者による全体評価と見直し・指示

事業活動に取り組んでほしい。

しかし、未達成の項目もある為、2023年度はそこを重点的に注視し、環境に配慮した

また、リサイクル商品の販売実績は大きく伸ばすことができた。

今後も『持続可能な社会づくり』に貢献すべく、リサイクル商品の提案を行い、

販売実績をさらに伸ばしてほしい。

振動規制法
・指定地域内における特定建設作業実施の届出
・作業中の振動規制基準の遵守 ◯

フロン排出抑制法 ・第一種特定製品の簡易点検及び記録の保存 ◯
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